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第10回 都市の個性：
橡内吉胤の都市美運動



地域性、固有性に対する価値観



橡内吉胤『日本都市風景』（筑摩叢書、
1987年） ※原本は1934年出版



「地方の町には、いわゆる「一丁倫敦」ではないが「一丁東京」や「一丁大
阪」がザラに見受けられるわけで、もしも、一個気散じな旅人の心でもって漫
然と歩いたならば、町の特徴も個性もあったもんじゃない。「この調子でゆく
と、ついに、日本の町という所はみんな同じような町になり、郷土色は今後い
くばくも経ずして亡びてしまうのじゃないか…」と心配して言う人も出て来る
のも一応道理に聴えるが、しかし、結局、それはいささか認識不足というもん
で、なるほど町の古来の斉整性、純一性というものはだいぶ崩れだしてきては
おるものの、少しく注意してみると（中略）そんなものがどこに存在している
のかを訝るくらい特異な風景が現に在るんだからおもしろい」

「近代的営造物は、近代のいわゆるインターナショナル融通性でもってほとん
ど似たり寄ったりのものになっておるからで、かの近代都市からは地方色とも
いうものが漸次亡失して、どこへ往ってみてもみな同じような風景の街になり
つつあるといわれるのも一面道理なことだ。が、少しく注意して街の様子を観
て歩いてみたまえ」

「地方の都市の人々はその都市がそれぞれもっている地方色というものを認め、
ただいたずらに大都市の模倣なんかせずその独自の「持ち味」をなるべく醇化
助長するようつとめて一層好ましい風景をもつ都市を造る方に今後方針を代え
るべきだ」



橡内吉胤（とちない・よしたね 1888―1945）



1888年（0歳） 秋田県土木技師・栃内吉トの長男として誕生

1907年（19歳） 盛岡中学卒業

1914年（26歳） 早稲田大学英文科卒業 同年、佐渡毎日新聞入社

1916年（28歳） 東京朝日新聞入社

1918年（30歳） 東京朝日新聞退社

1922年（34歳） 『環境より見たる都市問題の研究』出版

1924年（36歳） 帝都植樹協会設立

1925年（37歳） 都市美研究会設立、幹事に就任

1926年（38歳） 都市美協会設立、常務理事に就任

『都市計画』出版

1934年（46歳） 『日本都市風景』出版

盛岡都市美協会設立に参加、顧問に就任

1935年（47歳） 都市美協会脱会、日本都市風景協会設立

1945年（57歳） 死去





盛岡中学（1907年卒業）

1902（明治35）年中退

石川啄木

1907（明治40年）卒業

橡内吉胤

1911（明治44年）卒業

石川栄耀

1914（大正3年）卒業

宮沢賢治

→「岩手の詩人計画者たち」



http://adsougou-media.com/gallery/morioka-pic/217/

教室の窓より遁げて

ただ一人 かの城址に寝に行きしかな

啄木



早稲田大学（1914年卒業）

沢田正二郎（1892-1929）
人気役者

「当時、文壇、劇壇の大勢力が早稲田学園を取り
巻いていることを知っていた私は、まず手近な道
として、早稲田大学の文科へ入ろうと考えた」

坪内逍遥、島村抱月・・・



橡内の年度別・媒体別著作発表数





「都市環境」の時期



佐渡毎日新聞記者（1914－1916年）

『都会と田舎の児童研究』
（1915年11月～1916年1月、『佐賀毎日新聞』毎週月曜日）

「都会と田舎との均衡がとれている間はいいが将来段々都市が勃大し
て村落が少なくなり群集の集住愈々度を加えて来ると益々空気の供給
不充分となり、家屋がギッシリと密集して天与の光線をも遮られ人類
の活力の上に危険なる兆しを現して来る時が来るに違いない」



『環境より見たる都市問題の研究』（1922年）出版

※「環境」という用語
・1900年～ 社会的ダーヴィニズムの概念の広がり
・1917年Ｅ. センプル（小田内通敏翻訳）『地的環境と人生』（原題はInfluence of 
geographic environment）、1918年「遺伝と環境」特集号『清郭』（女性解放運動）
・1920年代 地理、都市計画、芸術などの諸分野で定着



• 「諸君は都会に住まん事を欲するか、或は田舎に住まん事を欲するかと問われ

たならば、其の大多数は都会に住まんことを望むに違いない。併しその住まん

ことを望む訳は、広範なる人間の活動舞台に入って、出来得るだけの生活の享

楽部分に徹しようとするからであって恐らく何人も雖も都会を住み心地のよい

所とはなさぬであろう。

• 「将来の都会はどうしても、人工的要素と自然的要素とを、渾然調和せしめ理

想の環境を現出せしめねばならない、その暁に於て、都会の環境は人間に幸福

を齎らし、一層能力を発揮せしめ、人格を向上せしむる良き試練場となるに違

いない」

「総ての科学を徹底的に応用して、従来機械的に出来上がった都会を有機
体化し、しかも同時に自然化、公園化していく」都市計画が必要

「殊に都会は決して労働場であるということに限らるるものではなく住家
である、吾々が健康で愉快に住まうべき場所であるという重要なる側面を
忘れてはならない」



•「少なくとも我々市民が近代都市生活に伴う
種々の凶微を一層強く意識し、その救済をば
単に市役所の仕事に委せるということではな
しに、各自の現実・当面の問題として、将来
都市の改造ということに協力して行きました
ならば…」

栃内吉胤｢乱脈な都会｣『東京朝日新聞』、1923年4月2日）



関東大震災（1923年9月1日）



帝都植樹協会の設立（1923年）

「帝都の風致と衛生防火の上から東京
市では毎年四月三日を『植樹デー』と
して小学生や青年団、在郷軍人団等に
社寺の境内、公官署、学校の周囲に植
樹を奨励して来たが震災のため樹木が
焼損し枯死したものがおびただしいの
で一層の必要を認め府、農林省では帝
都植樹協会と協力して来たる三日には
大々的に『植樹デー』を行い当日は日
清紡績その他から卅余名の男女工が参
加し市内十ヶ所にわたって「木を植え
ませう」の宣伝ビラを五萬枚を配布す
ると」

『東京日日新聞』、1925年4月2日



都市美研究会の設立（1925年）

「今や帝都復興を控えて、都市の事業界彌々他事なる秋、タウン・プランナー
やシビック・アーティストは勿論、建築家も美術家も、その他いやしくも都市
改良家、都市研究家として都市問題に興味と熱意を有せらるる士は漫然書斎や
画室に閉じこもっているべきではあるまい」
「都市美研究会の設立」『建築雑誌』、477号、1925年

東京朝日新聞社、1925年10月24日



氏名 職業 当事の状況 

渡辺 銕蔵 経済学者 
（東京大学経済学部
教授） 

1885 年生れ、1910 年東大政治学科を主席で卒業し、そ
のまま渡欧し、1916 年には法学部から独立したばかりの
経済学部教授に就任。都市計画調査会委員。1923 年には
『都市計画及住宅政策』を刊行。帝都復興院評議会評議
員や特別都市計画委員会委員、そして都市研究会理事を
努めるなど、当時の都市計画の専門家の一人。 

金子 馬治 哲学者 
（早稲田大学文学部
教授） 

1870 年生れ、1884 年東京専門学校を卒業し、その後ド
イツ留学を経て、1907 年から早稲田大学文学部教授であ
った、哲学者で、金子筑水の号を持っていた。1925 年に
は『芸術の本質』を刊行する、芸術に関して非常に造詣
の深い人物であった。 

田口 鏡次郎 編集者・評論家 
（美術雑誌『中央美
術』主宰） 

1875 年生れ、日本画家平福百穂と同郷（秋田県角館）で、
その影響を受け、上京し、雑誌編集者、流行小説作家等
を経て、1915 年には美術雑誌『中央美術』を創刊し、以
降美術雑誌主宰兼美術評論家として活躍していた。 

鈴木 文史朗 ジャーナリスト 
（東京朝日新聞社会
部部長） 

1890 年生れ、1913 年東京外語学校英語科を卒業し、三
菱合資会社地所部を経て、1917 年に東京朝日新聞の記者
となった。外務部に配属され、得意の英語力を生かし、
特派員としてパリ講和会議やロンドン軍縮会議等を取材
し、1925 年には社会部部長に就任していた。 

中村 鎭 建築家 
（中村鎮建築研究所
主宰） 

1890 年生れ、1914 年早稲田大学建築科を卒業した。在
学中の 1913 年から『建築ト装飾』の編集主任を努める
など、早くから建築評論家としても活躍していた。1920
年には中村建築研究所を設立し、中村式ブロックという
特許を生かし、活躍していた。 

島田 藤 建設業・建築家 
（株式会社島藤） 

1895 年生れ、1918 年東大建築学科卒、建築家であった。
三井合名を経て、1921 年には父親島田藤吉が社長を務め
る島藤に入社し、1922 年には欧米の主要都市を視察し
た。『中央美術』や『中央公論』に都市美や帝都復興に関
する論説を発表していた。 

石原 憲治 市役所職員・建築家 
（東京市技師） 

1895 年生れ、1920 年東大建築学科卒、東京市復興総務
部で都市計画に従事する技師であった。1924 年 8 月に
は『現代都市之計画』、11 月には『全体の回復 文明に
贈る』を刊行するなど、新進気鋭の建築家であった。 

橡内 吉胤  都市研究家・ジャーナ
リスト 
（工人新聞社社長） 

1888 年生れ、1914 年早稲田大英文科卒、新聞記者を経
て、都市環境問題及び都市計画を専門とする研究を行っ
ており、1922 年 5 月には『環境より見たる都市問題の研
究』を刊行し、その後、新聞等に都市の美化運動に関す
る論説を寄稿していた。1924 年からは帝都植樹協会で緑
化運動を始めていた。 

池田 信一 蒐集家 
（森永製菓社員） 

1901 年生れ。明治薬学校卒業。1918 年から 1923 年ま
で海軍省、造兵廠で科学部門の仕事を担当。その後、森
永製菓に入社。当時から既に蒐集家・池田文痴庵として
知られ、絵葉書、ポスターから恋文まであらゆるものを
蒐集していた。関東大震災当日も、瓦や電線の蒐集を実
行し、「震災地図」を作成していた。 

工藤 英一  市役所職員 
（東京市社会局） 

1899 年生れ。専修大学大学部経済科卒業。1924 年 3 月
末日より東京市社会局公営課に勤務していた。 

 

都市美研究会設立発起人





「都市芸術」の時期



「都市芸術」の導入

「都市美」＝ 「Civic Art」＝「都市芸術」

• 「内部から発する、社会生活のいみがたき表現」
• 「装飾ということに止まるのではなくて、市民の生活
に必要であるところの、あらゆる施設、行政、経済、
交通、保安、衛生、教育等一切の都市の施設を含んで
いる」

• 「あくまでも公共乃至民衆をその目標としてをると同
時に、「実用」ということに立脚している」

橡内吉胤「都市美化運動と都市芸術（二）」『都市公論』、9巻5号、1926年



19世紀末から20世紀初頭にかけての「シビックアート」生成の構図
（中島直人『都市美運動』、2009年）



チャールズ・マルフォード・
ロビンソン（1869－1917）

A 都市美の基本
1章 都市のサイト
2章 街路計画
3章 基本的な建設
B 街路の美
4章 我慢と抑制
5章 広告問題
6章 機能を美しくする
7章 樹木の重要性
8章 ガーデニングの可能性
C 社会的・慈善的努力の美的側面
9章 公園と道路
10章 広場と遊び場
11章 建築の発達
12章 建築の義務
D 教育的努力の美的側面
13章 彫刻の機能と配置
14章 芸術に関する一般教育
E 都市の美を守る手段
15章 個人、ソサイエティの仕事
16章 行政の仕事

『都市の改良、または都市美の実践的基盤』（1901年）
1章 都市の新しい時代
2章 シビックアートであるもの
都市の着目点
3章 水のアプローチ
4章 土地のアプローチ
5章 行政の中心
業務地区
6章 業務地区での街路計画
7章 業務地区での建築
8章 街路のファニッシング
9章 噴水と彫刻の賛美
住宅地区
10章 家の間の通りの構想
11章 大きな通り
12章 小さな住居用通路
13章 共同住宅の間
大都市
14章 総合計画
15章 オープンスペース
16章 パークウェイ
17章 公園の分配と配置
18章 公園の発展
19章 一時的な装飾

『現代のシビックアート、または美しい都市』（1903年）

ジャーナリスト、著述家。アメ
リカ都市計画最初期の重要な著
作の著者。のちにイリノイ大学
シビックデザイン学部教授。都
市計画コンサルタント。



『都市計画』（1926年）の出版

一 緒言
二 『都市』に関する図書目録的考察
三 我都市研究不振の原因
四 都市の発生
五 都会の魅力
六 都市計画の定義
七 都市計画の歴史
八 最近の都市計画の傾向
九 地域
一〇 センター
一一 サイトとサイトプランニング
一二 街路
一三 都市美と広告看板

一四 高層建築
一五 街路樹木
一六 公園
一七 散歩道
一八 橋
一九 都会と水
二〇 都市の発生と『銀座』
二一 朽廃に瀕せるセントポール
二二 十字街に立ちて
二三 都市美化運動とシヴィックアート
二四 都会を取扱った文学
二五 アカシヤの都
二六 都会の幻想



終章 都会の幻想

「これまで自分の家さえよければ他はどうでもいいと思っ
ていた市民は、漸次共同の住家としての都市のいうものを
考えるようになり、都市が段々整頓し、活動に便利である
ということと同時に、愉快な所ということになれば、自づ
からシビックプライドを感ずるようになり、始めて愛市心
の芽が萌出し、自治の精神にめざめるようになるでしょう。
斯した経路をとって、我国の都市は、当然模倣の域を去り、
更に独創の時期に進んでゆくではないでしょうか･…･･その
時期になっては、都市改造の動力は、役所ではなくて、市
民の共同に移り、随分思い切った改造計画が企図されるよ
うになるでしょう」



都市美協会への改組（1926年）

「都市美運動の真の使命は、単に都市の細部の
美醜如何を云為するに止まらず実にその都市の
進路を効率的な活動場となすと同時に美しく愉
快な健康地となすように仕向けてゆくところに
ある。斯る都市に於てこそ始めてその市民はシ
ヴィックスピリットを持ちうるようになりパト
リオチズムが助長される。近代の都市美運動は
実にかのタウンプランニングと相俟って市民に
対しその揺籃地を約束する切実重要なるシ
ヴィックアートでなければならぬ。」

阪谷芳郎「都市美創刊に際して」『都市美』、1号、1931年

「研究機関たる都市美研究会が此の使命の強化を図り実践機関たるべき工
作としての改構」

上床三次郎「都市美協会の組織並活動状況」（都市美協会編『第四回全国都市
問題会議総会提出研究報告』1934年

阪谷芳郎（1863- 1941年）
大蔵官僚、後に政治家に転身。大
蔵大臣、東京市長、貴族院議員を
務める。都市美協会会長。史蹟名
勝天然紀念物保存協会副会長。



都市美協会の活動を伝える記事







中央官衙計画（1926年）
（新名種夫「都心地の計画と東京市庁舎」（都市美協会編

『現代之都市美』、133－152頁、1937年）の145頁）

桜田門から警視庁、国会議事堂への眺め
（建設大臣官房官庁営繕部『霞ヶ関100年－中央官衙の形成―』
（社団法人公共建築協会、1995年）の76頁）

警視庁望楼問題
（1929年－1930年）



橡内「建築にしても隣接
の司法庁や大審院が一定
の前庭を置いて整然たる
に反してほとんど道路か
らキッカケに建っており
その様式の不調和さは誰
しも気がつこう、由来桜
田門外は和やかな、独自
の風光をもって誇り得る
場所であくまで解体にま
で話を進めたい」

（『東京朝日新聞』、1929年11月29日）



（『東京朝日新聞』、1930年2月28日）



保存された秋田城濠池（1960年代）
（越前谷国治『40年前の秋田市』（無明舎出版、2003年）の18頁）

秋田市濠池埋立問題
（1929年－1930年）



 橡内の論考 都市美協会の動き 秋田魁新報 県の動き 
1929 ※4月 佐竹家、秋田広小路に面する濠の埋立計画を発表 

●5月 14 日 
「秋田市民に訴ふ」 
 
●5月 26 日 
「広小路お濠の命乞の
ために（再論）（一）」 
●5月 27 日 
「広小路お濠の命乞の
ために（再論）（二）」 
 
●6月 16 日 
都市美協会のお濠埋立
反対に関する記事に談
話 
●6月 22 日 
「鯉沼知事に一言 濠
端埋立問題について」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
■6月 14 日 
都市美協会理事会 
■6月中 
秋田市県記念館前
濠池埋立反対陳情
書 
 
↓ 
■7月 
文部省から秋田
県・市に照会 
 

●5月 20 日 
鼎洲「都市美と
市民生活」で橡
内に賛意を表明 
 
 
●5月 30 日 
社説「県市当局
者に望む 外濠
埋立問題」 
●6月 14 日 
連載「一町一景」
で外濠が取り上
げられた 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●6月 16 日 
鯉沼知事・埋立
妥当を主張 
 
 
■7月 
秋田県知事に
菊池慎三（都市
美協会理事）が
就任→埋立中
止 

1930    ■6月 
菊池、知事辞任 

1931 ※3月 佐竹家、再び秋田城周囲の濠の埋立計画を発表 
●4月 7 日 
濠埋立反対に関する都
市美協会の記事に談話 
●4月 23 日 
「濠埋立反対 その理
由を明確にする」 

●3月14日前知事・
菊池慎三の意見書
を送付 

●3 月 25 日 社
説「都市美の破
壊を防遏せよ」 

 

 



「その後或はこの埋立に反対する市民諸君の輿論が起こっているかも知

らんが、そうした輿論の起るのは当然過ぎる程当然なことで若そうした

輿論が起らぬとすれば、悲しいかな秋田市民はシヴィックスピリットを

持たぬことを語るものであり、全くどうかしているものだと思う（中

略）如何にしても黙しがたいものがあるので、ただ纏まりもなく素直に

自分の考えを吐露して大方市民諸氏の清鑑を乞う次第であります」

橡内吉胤「秋田市民に訴ふ 濠端の埋立と醜悪なる看板」『秋田魁新報』（1929年5月14日）

→なぜ保存すべきなのか
①都市個性上の重要性、②風致保健防火上の利用価値、③名蹟保愛

「都市美とうものは要するに都市精神の欠如せる所には発露するものではな
く、また都市美というものは単に個々の事物の美醜に目安を置くものではな
くて全体としての構成美…総合美を指すものなのである。由来この都市美なる
言葉は往々曲解され易いのであるが、それは決して余贅的な美醜の問題や添
加的装飾をのみ意味するものではなく、それは飽くまでも都市の実利実用に
根ざしておるでなければ真の都市美があり得ないのである」

橡内吉胤「鯉沼知事に一言 濠端埋立問題について」『秋田魁新報』（1929年6月22日）



盛岡での都市計画実践運動

•「昨年の夏、久方ぶりに盛岡に帰り、なつかしい山
河に接することが出来ました。東京のゴミゴミした
さうざうしい街から見ると、盛岡の街は、空気の清
澄そのものがもう私の心もちをさはやかにしてくれ
ました。」

（栃内吉胤「盛岡の聖化 都市造営の上から観て」（『岩手日報』、夕刊、岩手日報社、1926年3月14日）

（『岩手日報』、1925年8月15日）



橡内の都市計画臨地講演会を伝える記事 （『岩手日報』、1926年11月2日）



三業地指定に反対する橡内の論説（『岩手日報』、1929年11月1日、2日）



明治橋の意匠を都市美の観点から評価する橡
内の論考（『岩手日報』、夕刊、1932年7月８日）

大通り記念塔計画を都市美の観点から批判する
橡内の論考（『岩手日報』、夕刊、1932年８月16日）



• 「国の定める『都市計画法』を適用
しさえすれば必ず合理的な優良な都
市が実現するものと思うのは早計に
失する。…やはり、市民諸君の愛市
心にまち、真に自己の住む町をよい
ものにしたいという誠意から、常に
世論の形をもって、実行機関を把握
しておる当局を鞭撻し、当局もよく
市民の声を聴き、あまねく衆知をい
れて、一面に欧米都市の進歩せる経
営方法を参考とし、他面によく己の
都市の民情風土等を斟酌して最も合
理的なプランをたてねばならな
い。」

橡内吉胤｢実行期に入れる盛岡都市計画
(一)｣（『岩手日報』、岩手日報社、1927年9月
13日）

『岩手日報』における橡内の論考と盛岡
の都市づくりの動向



盛岡都市生活研究会の設立を伝える記事
（『岩手日報』、1928年1月１８日）



都市問題を単に専門家の独占にせずして市民各

自の家を修理し台所の世話をやくような極めて

卑近な心持でこの会に参加してほしい。（中

略）。官吏、教師、会社員、芸術家、労働者そ

の名その立場こそ異なれ一個の市民としては皆

共通した或願望を持っておるべきはずだ。住み

よい都市に美しい都市に、世にこれほど万人に

アッピールするの問題はあるまい。都市生活研

究会の前途は洋々たるものがある。

栃内吉胤「盛岡を中心として（3）」
（『岩手日報』、岩手日報社、1929年5月14日）



「都市風景」の時期



•「ここに言う都市風景とは、単なる美景を言うの
ではなく、都市のインディビジュアリティを構成
する要素としての風景を指すものである」

栃内吉胤「盛岡を中心として（2）」（『岩手日報』、岩手日報社、1929年5月13日）

都市風景論



• 「今日、旧都市以来残っているそうした地形が、現代都市が要
求する交通其他の「実用」の方途のためにむざむざ切り崩され
破壊去られてよいであろうか！かの緑にめぐまれた丘も灰色の
巷衙と化し、水辺も埋めたてられて倉庫などがたちならび、新
しい風景が現出するが物寂びた風景はだんだんと亡びゆって了
う。しかも、その都市が未だ若かった時代には、或る地点に立
つとその都市の辺境にはやはらかなスカイラインをただよわせ
て遠近の山々の相も望見することが出来たんだが、壁が壁と隔
離し合い重・を相競うようになった今日の都市では、これをも
遮って了った」」

橡内吉胤「地形と都市風景・計画」（『大大阪』、8巻4号、1932年）

• 「都市美学の上では「都市風景」の代わりに「都市個性」或は「都
市風格」というべきだと考える」「「都市風景」は都市のサイズ、
立地、経済的営力、歴史的背景などの「有形無形の要素複雑なる総
合、組合せによって始めて都市風景の全面が見渡され、一つの纏っ
た形態が付与されるに至るもの」

橡内吉胤「都市風景の構成」（『大大阪』、8巻11号、1932年11月）



橡内吉胤「町家地方色 我都市に於ける伝統的町家形態の地方的特徴」
(『人情地理』、1巻3号、1933年3月)

長野、松本、直江津、富山、高岡、三国、金沢、福井、敦賀、松江、鳥取、山田、山形、米沢、福島、会
津若松、北海道各都市、仙台、盛岡、青森、弘前、秋田、鶴岡、長岡、新潟、高田、甲府、名古屋、関町



『日本都市風景』、1934年



• 頭から観測科学なんかの命ずる種々の方法に漂うていたんで
は肝心の躍動しつつある風景のひらめきを逸するおそれがあ
ることを知っているので、ノートブック、スケッチブックそ
の他の道具をかなぐりすて、まずもって「印象」に開けっぱ
なしに徘徊することを忘れなかった。

• 一見動きのない都市の風景でも、その屋根の下には千差万別
の人間生活の情態がおりこまれていようから、それをねらえ
ば自然唆興的な人情にも触れることが出来まいものでもなか
ろうが、私が焦点をおかんとするところはあくまでも都市そ
のものの風態的観察にある、従って、人情なんかを取り扱う
場合とちがって、飛躍に乏しいかもしらんが、しかし、よく
その様態を考察してみると、その風物から特異な個性と表情
を読むことが出来るんで…

• どこへ行っても同じような風景の展開…なんてことは、想像し
てみただけでもウンザリするではないか…



岩手県内での実地指導へ

岩手文化投票の審査員と橡内による趣旨解説
(『岩手日報』、夕刊、1929年9月11日)

「この岩手県下に点在する各自治体の有する地方色を遺憾なく紙上に反映紹介し
て、それらの比較考量の機会を得せしめ、将来に処する上の最も進歩せる計画を
たてる上の好指針たらしむると得ばこの企画の目的を充分に達せらるる」

橡内吉胤「岩手文化投票に就て」（『岩手日報』、夕刊、1929年9月11日）



岩手文化投票の審査後の橡内による
コメント
(『岩手日報』、夕刊、1929年10月11日)

「昨年岩手県下の色々な文化設備を見て廻りましたが矢張り将来の岩手県の文
化を進めて行くにはどうしても世界の大勢を見て立派な都市計画又は地方計画
を樹てまして、やたらに新しいものを建てる事なしにその間良く岩手県の特色
との関係を考えまして、調和を破るような施設に対してはお互いにこれを牽制
して行く。つまり自然的な文化と人工的な文化とをしっくり調和のあるような
ものに、仕向けて行かなければならなぬのではないかと思います。」

栃内吉胤「都市と文化（四）」（『岩手日報』、1930年10月22日）



昭和三陸津浪（1933年3月3日）
岩手県内、死者1396名、不明者1397名



高田
大船渡
盛

千厩

宮古

岩泉

久慈

福岡

八戸

岩谷堂

●　1933年6月 
▲　1933年10月 
○　1934年5月 
□　1934年晩秋 
△　1935年5月 
■　1935年秋 
◇　1936年春 
　　開始地

盛岡

一関

花巻
遠野

釜石

水沢

黒澤尻

宮城県

秋田県

青森県

橡内が実地講演会で訪れた市町村と経路

日程 都市名 行程 
1933 年 

6月 5 日 一関 
 

「都市美鑑賞実地研究会」／ともゑ会主催 
午前 公園見学・意見交換 
午後 町内めぐり 
夜  座談会 

6月 6 日 盛岡 夜 講演会（「都市美と地方色」）、座談会 
／市産業課・都市計画課主催、岩手日報後援 
   観光施設座談会 

6月 7 日 花巻 町めぐり、座談会 
6月 8 日～9日 釜石 8 日午後 実地視察 

   午後 講演会 
   夜  都市美計画座談会 
9 日午前 講演会（愛国婦人会、商校、女学校） 
      都市計画の実地指導 

10 月 22～23 日 遠野 22 日夜 歓迎会 
23 日午前・午後  

夜 講演会 
都市美を語る座談会／遠野町役場主

催 
10 月 24 日 黒沢尻 ドライブ（雨のため） 

講演会・座談会 

1934 年 

5 月 盛岡 南部土地会社主催の実地批評会 
5 月 水沢 都市計画座談会（青年会同志主催） 
5月 20日 高田 講演会・座談会 

5月 21日 大船渡 講演会・座談会 
5月 22日 盛 講演会・座談会 
5 月 千厩 都市美研究座談会 

5 月 宮古 講演会・座談会 

挽秋 花巻 花巻温泉 常務・社長との対談 

1935 年 

春 岩谷堂 町めぐり・講演会 
5 月 八戸 講演会 
5月 19日～20 日 久慈 町めぐり、講演会 

5月 21日 福岡 講演会 
5月 22日～23 日 盛岡 22 日夜 座談会（医学専門学校） 

23 日午前 講演会（農学校） 
    午後 ハイキング・講演会 

秋 岩泉 町めぐり、講演会     
秋 水沢 講演会（小学校）、旧家めぐり 

1936 年 

春 遠野 町めぐり、座談会 

 



『岩手日報』に掲載された橡内の実地
講演会報告
左上：釜石 『岩手日報』、1933年10月10日 左
下：高田 『岩手日報』、夕刊、1935年1月24日
右：遠野 『岩手日報』、1933年1月9日



盛岡都市美協会の設立（1934年）と活動

盛岡都市美協会の活動方針を伝える
記事 （『岩手日報』、1934年10月28日）

左：盛岡都市美協会のハイキングを伝える記事 （『岩
手日報』、1935年5月24日） 右：評論・盛岡都市美協会
（『岩手日報』、1935年5月２９日）



• 美しき盛岡をなるがままに任せて置いたら何んなももに
なるか判らぬ。いま協会が先に立って市民を指導して行
くならば盛岡は全国に於いてもまれな美しき都市として
残って行くだろう思う。そして以上の如きプランを進め
て行くならば新たらしき名所を作ることができろう。市
としても亦商工会議所としても多少の補助費を出して協
会の活動を支援して行くのが妥当だろう。官民一致して
最後の目的に達成に努むべきだ。市民の都市美意識を喚
起する丈でも何の位尊い事でしょうか

「市の都市美化 第一歩を踏出す 盛岡都市美協会」（『岩手日報』、1934年10月28日）

• 宇治山田の所謂聖都計画は、大部分政府の力でやるので
あるから立派に達成せらるるや必せりだが、我盛岡は、
一つ市民の力で、模範都市としたいものである。それは
決して出来ない相談ではないのである。

「栃内吉胤「盛岡俳記（六）」（『岩手日報』、夕刊、1935年8月31日）



盛岡都市美協会のハイキングを伝える記事
（『岩手日報』、1937年5月９日）



日本都市風景協会の設立（1936年）と活動

「都市美協会の伝統と本来の精神が無視され、会の運行は、
役員たる土木局の役人の独断によって決せられ、その会合
の如きも恰も役所の会議の如き形式のものとなり」

「都市美協会本来の溌剌たる精神を失った形骸の都市美協
会には些も未練がない」

「従来の都市美協会をそれらのお役人たちにお委せし、こ
こに全然新規に日本都市風景協会という団体を昨年の11月
25日に先輩や友人の熱烈な賛助をえて発会し、その旗下に
活動することになった次第である」

栃内吉胤「我都市文化運動の一断面 私が都市美協会を脱会する迄」（『岩手日報』、
夕刊、1936年1月12日）



日本都市風景協会の発会式を伝える記事
（『報知新聞』、1936年2月19日）

「帝都の都市美を、無情な破壊から護り、情味豊かに育てて行こうという自由人の
集まり、その運動を都市を愛する民衆の声として守りたてて行こうという会合」



日本都市風景協会と銀座通聨合会との合同行事を伝える記事
（『報知新聞』、東京版、1936年11月25日））





橡内の都市美運動の終息

岩手日報の休刊を伝える号外（1937年12月19日付け、栃内吉胤が名指しで批判されてい
る）（岩手日報社『岩手日報百十年史』（1988年））



「「風景」とか「美」どころの沙汰でなくナリフ
リにかまっておられんくらいに窮迫したものがあ
るのであろうか…。なるほど、昨今、我が内外に
わたって一種息苦しい重厭と殺伐な空気が感じら
れることはおもうべからざることであろうが、し
かし、そうした空気が濃厚であればあるほあど、
吾人は、美を高調する必要があるのではないか…
と考える。言うまでもなく美は決して風流韻事に
類する余贅事ではなく、実に、人間生活に於ける
本質的欲求であり、人間が享け入れる快楽の最高
形式であるとすれば、世界歴史のいづれの時代、
いづれの国においても、「美」を実現することに
失敗したような国は眞に偉大ではなかった事をわ
れわれは銘記したい。」
橡内吉胤「三年後と東京 都市芸術の観点から」（『中央公論』、52巻4
号、1937年4月）



「いささか社会改良家気どりでやってきたのも、憶えば鳥許の振舞とでもいお
うか」

「最初、他の多くの人たちととも、一種華やかな憧憬と希望をかけて出てきた
東京というものが、だんだん鼻についてきて、いつまでもこんな東京の生活に
しがみついているよりも、いっそ「都落ち」をして田舎の町に帰臥したほうが
ましではないか⋯と考えるようになっているのである。」

「この節、やたらに「大東京」だ、「大大阪」だと、大の字を冠して、五百万
だ、六百万だと、その地積と人口の大を誇り、「東京はニュウヨークにつぐ世
界の大都市だ」と呼号してよろこんでおる傾がみえるのは、まことにおめでた
い話で、（中略）、今日の東京のように、そこに何等の総合的計画もなく、だ
らしなく広がってしまっては、「大男」の比喩ではないが、総身に血がめぐり
かねて、半身不随意になったも同様、そこには形骸の都市はあっても、人と人
の心を繋ぎあわせる一種の力（郷土心とでもいはうか）が亡失し、もはやこう
なっては、その都市は解体したも同然なのである」

橡内吉胤「東京といふところ」（『日本評論』、12巻6号、1937年6月）



「かのチャールス・マルフォード・ロビンソンが『都

市計画の意義はもっともっと深遠なものがあって、そ

の都市に住んでいるというプライドを感じ、一種のイ

ンスピレーションにも触れ、何かしらグードと希望を

見い出していけるよう⋯即ち、都市生活者の精神や道

徳の上に良い影響を及ぼすように仕向けていき、人生

というものには金儲け以上の何物かがあるという事実

を知らしめるようにその都市を改造することにある』

云々と説いているところであるが、そんな高遠な指導

精神などは薬にしたくても無く、単に道路を広げたり

港湾を整備したりするに止まっていてわれわれの人生

の本質的問題に触れざる限り、かかる都市計画にはま

た多くの望みをかけることができないであろう。」

橡内吉胤「東京といふところ」（『日本評論』、12巻6号、1937年6月）



• 1945年3月、空襲によって高田馬場諏訪町の自宅を焼
失した橡内は、妻の実家のある羽後本荘へと疎開の途
につき、その地で終戦を迎えた。

• しかし疎開の長旅が響いたのか、体調を崩し、そのま
ま回復することなく1945年11月、享年57歳で亡く
なった。

• 遺骸は東京の多磨墓地に葬られた。





以上のように通観される橡内の都市美運動は、都市

計画への審美的観念の導入という面では、歴史的町並

みの規範性の主張や、地方都市の個性という次元への

展開に、また、公共的観念を有した市民の育成という

面では、市民主導の都市づくりを見据えて、運動主体

としての市民という構想への展開に先駆性があり、ま

た、個性があった。そして、橡内の都市美運動の最大

の特徴は、その運動実態にあった。都市美運動を単に

言説に留めずに実践し、特に故郷盛岡等でメディアと

協働した世論喚起の運動を精力的に展開していた。盛

岡の知識人階級たちが市民として協力することで、盛

岡では市民による都市づくりの萌芽が確かに見られた

のである。

中島直人『都市美運動に関する研究』（東京大学博士論文）、2006年



橡内吉胤（とちない・よしたね 1888―1945）



中島直人『都市美運動 シヴィッ
クアートの都市計画史』2009年

酒井憲一『都市美協会運動と橡内
吉胤』2008年


